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　　　　　　　　　　　　　　　45°

＿Tr．　itB（先端）

tl『r　　　　　　普1；

蕎o門

55° T

4昌”

駅｝”

5∬鴨

ゴ簸修苔脅ilこ締1（口泰illj）　　　　オ了　　：IIX　　ま・二」

ご30ρ～　60’

2ぐy－・　3（）．

　　　　　3F＞

　　　　Goφ〈

皇…ζ、）i～　 5ぐr

3Pп`7’

5くy

20’

3’く

　　　　　　　　　　《

イi旋f勢登彪1】？、】（弼｛iliT］）　　　　オf　　ン1こ　　」｛」

40夢～　GO馴く

：｝op｛‘　40F

3’ｭ

60’

tso’

翻’

，⑪・　　＿、　1　一
｛；（ド

3「

30ρ〔－　r）oレ

3’～1　；］“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　45「’　　　　　　　　　　　　　　60，く　　　　1　　　　　60’く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

下　部　　5。°　　3。鴇5。’〈　i　50’く
　　　　　　　　　　　　　5r）’1　　　　　　　　　　7’～　17t　　　　　　　　　　　　7，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　ト

40ρAV　r）　O，く

13ρN　 25ひ

40’

7’

糊

5αく

三3’

　　備　考

　　　　衰中3’〉は3e以下、60’くはGO’以上の：｛堂昧、仙も同解o

　　　　翻」炎貯詮コ携　　　5月2）oH（工93G）

　　之によれば新梢中部に於｛：ナる葉は45「’・CO’、5⑪゜－302、551’・3’の縄園迄｛よ全く傷害を受けな

レ・こεカく牛旺る“”X’、瓢男3却寺」り1カミ」：ヒ．較i1勺写妬・Cりて恥鱗き禽葦もil獣鱗廷ワeあるカ㍉　G　Jヨ初“1〔Rこヨfitオ・sし藍ま1更｝こ一騰

抵抗力を塘すものε見られる。詳細は表によつて知るこSが出褒る。（第3馨ミ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．蒸熱慮理桑の萎凋

　葬黛葺颪甚麸箪艮を4了へる桑灘辱カミ女「軽可に難蔭那1し一〔Ll’予く力暖こ京名て言弍且瞼しナこe　灘葵．舞義威纂1襲よ指0°10分1雌、萎

～tt，a程度｝よ桑舜箆の重⊃鍛を以て表1よすc，イ共言尤1桑iW1霊賦1よt…一ノ瀬覧硬舞竃及1欧爵葦f吏月10初め篭こ撃撃通、桑霊蒸

桑の爾漕を軟漿、硬葉に就き1・ヒ較しナこ。貯桑中f呆護淵灘度は夫々5｛｝℃・9（）％、及2｛γ7C・80％の

2嘔εしナこ。之が餐｛．果はi次の嬬く響ぐ㍉あやく，　　　　　・
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‘　引　　　　　第5表　a．｝萎凋速度　 ぴc、9⑪％貯桑
一一　國L @　　　　－一・一　　一…um　 ＿＿ @　．．一＿＿一＿＿＿＿．　㎜、一一一一慰鰍．LL「．．＿．．＿一．＿遡更購蟹罵り照熊、、一＿．．＿一、＿、一＿＿＿＿一．．＿＿一一

ll班　　別

硬葉
普搬

蒸桑

　　普枷
軟葉
　’蒸桑

新　鮮
（魔理前）

300δ

：］OO

：IOO

300

蒸桑1盲後
@　4h　i　s　　　　1・k｝

「旧’門’－　11L「一一■一tt一m　1　　　　　　　　　　　…1　’　．一［1¶．1．．『　一

299，5　290

2gs．o　 L）75

299．0

298．0

”r

2昌《）

275

2s3

27遷

27s

274

16 24，　　　36　　　　‘L8

281　2SO　
磐7　（J

27后　：｝76　 跡5

275　27L）　2｛；9

w1・　273　273

273

2’1・1、

甥67

u73

267

273

260

270

60

259

272

250

261．

桑葉一ノ漸　7月20日
L－一一1…一…－tt－t”’t @　　　　　　　　　　　＿一冊．牌．＿．．＿．．．．、．＿、．，r．＿＿’．一、＿．＿．一．、．＿一．一、㎜響＿＿＿＿、＿、、．、一．、rt．＿＿＿＿一＿．甲、．、「＿鰍．

＿．．＿、．．．．．＿1

　wl　潤　　 拠　　　 〕震　　　軟　　　 葉

60凝F間闘澱蒲ll㌃

同，上澱薦歩含

桑葉乾物zlil；

4L雪　　　　　28　　　　　50　　　　　39，
11｝，｛1％　　　　 7。0　　　　18，6　　　　13．0

86露　　　　　85　　　　　｛i7　　　　　G8

第5表　b，湊禍蓮度　　k）o”（．；　，8（》％貯桑
燃

醗1　　タ」畦

硬葉

款葉

普掘薬

蒸桑

普通桑

蒸桑

翫、魏誇1蒸桑轍t“1

3009

300

：，ヌoo

300

1

　299
　29S

299

298

s ．：2 1G L）・1・ 3・「｝

詔S3　273　2・竃1　盤59　250　237

267 @［　　2窮1　　　　露5こ玉　　　　250　　　　240　　　　2歪32

276

il73

露72

磐71

27⑪

h，e｝8

262

260

瀞0

2痛

239

男33

4s 60

214　1．［　・1

2工4　L）　oz

224

217

200

19S

．一｝” @「「1111T…開内一1辱’一・一一一　　　　　　　＿t＿＿．＿．＿＿＿n＿．一＿T　　　 ＿一熈＿＿＿一鯉＿＿1．＿．t．、＿、一＿＿＿一一＿＿一一r＿鱒＿＿戸＿＿．．、、．＿＿r、、＿、＿．＿叩＿一＿，幅．．、一．．＿一＿．．．¶、＿．．．、＿1ヤtttt．．．．・剛．噸階呵

置1　刎｝　硬　　葉　【　軟　　葉
一一一，．＿，．ti＿一＿＿＿豊＿麺．＿桑．一、i．＿難．…一＿＿桑＿．L豊一亜』…＿しi墾L＿＿＿塞＿

6伽醤間阿減懸無　　　ユ06書

同上減癌歩合　　　　35．3％

薬　葉」：吃　4勿　激　　　　　　　　　　　S49

99

33．0

85

欝

300　　　　　　第1｛囲
2go・、　　　　軟麹）場合

2SO

270

260

250

工OO

33．3

67

’、　　　　　（5°c．9（1％）
マ、
A

＼

　～’一一…一・一一一一一一・一一…一…。一一一．．．．．。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－eへhア

　　　　　　ー＼　　　’・＼　・ぺ　’．．・．　　＼＼＼＼

一＿　　 ＿＿L胴＿一．一＿＿　　L　　　 ＿

481216　24　　36　　4LR　　GO
　　　灘ミ蹴llti間（時擢1）

蒸ii軽

普搬桑

102

34．0

66
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　　　　　　　　　　　　　　第　2　圖
一ll・、　　　　機鴇謝　　　一．，、

葉　290・

　2s・．＼＼一＼一．一。．一＿一

　　　　’』一＿一一・〆曜～・一一・一こ眠一綴．・＿＿。＿一一＿．

；：1　　　　＼＼
250

蒸索硬葉

讐纐硬：嚢

4　　81012：16　20　24　　3く》　　・io　　　　　50　　　　　GO

　　　　　　　溜｛　瓶　 i曝　冊　（二時口lj）

畠

1300

即0

　　2so
葉

　　270

題　26（

250

240

230

220

210

200

190

4　　8　1鵠　16　　　2・t　　30　　壽．16　ttO　　　ttS　50　　　　GO

　　　　　　　輝　過　 時　問　（時尚）．

　前表蚊に曲線の如く蒸乗の萎嗣は5℃91）％貯戴の揚合は、はじめ4「1拳間内に急に減ずるが以

後殆哉威少せず。即ち貯桑の揚合魯懲桑に比し軟漿蒸藥は1Glil芋問目から、叉硬鰻蒸桑は32隔…闘

目頃から却つて：萎凋が遅くなる。．叉（1（時間lfllの桑董減耗：i！li・1：は、：｛硬漿普通桑13．6％に蛮｝’し硬葉凄

桑は7％、軟漿魯通桑16・CSJ7i・iXに蜘し軟妻ll三蒸桑は13％の減少を示してゐる。帥ち6｛鵬…1研．・；に於

ける減耗量は蒸．桑は：曹通よりも少いo侮叉2｛P80％貯桑の揚合1よ、蒸薬硬葉ははじめより．．霜；lj

皐く48時闘目頃梢三墜くなるが、軟礁蒸桑ははじボ）よ’り最後迄曹通のものより婆凋速度がノく費

．い。烈し實際慮用の場合は何れも桑葉に撒霧するので萎凋は可也遅くなる。爾此の場合蒸票ミ

魯通桑に於てG（）：聯間口のi厄鯨梧歩合に藻異ありε認められない。

　i次に蒸氣腱理］寺間を種々に，sり、前鯛搬に硬、軟Fl・i黛に就き夫々蒸．城！莚理し・桑躯を直律↓

clnの圓形に打扱き各60枚iし、2し“附％の蜜G瘡酷乱）に1枚立濫ぺごしてその漿の蒸凋を調費し

た。之はなるべく桑葉萎凋條件を耐・ヒにせんためであるc
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第幽｛3　表　　　a．　　訂便　　　f‘鳶

”1；こト㌦、、　　　躍岳農正皇言1維度

　　　＼　　’‘「．』『鴇、～一一一M

　　　　　　㌦㌧＼．廣≧ま旺1陛芋1爾

＿．輕互愚仔争π口　’、－s－一㌔・…＿．＿．．．

一．聖緊一騨一＿＿㎜咽韓剛＿

．t‘SS　　｝里　　1肖：　励智

屡孟fll！51脂…ll［1復

10　　〃

20　　〃

30　　〃

40　e

50　〃

霧遊　　　茅lt　　　；liJ；

泓』～　・＊k　：？b　　・f，lr

一． @‘　「　　　．「「．「　「『一1帆㈹　酌’　巳L‘」Lii‘國．」　　　　　　　　　　・　罰・　　　　　　　．　1r＿　．ヒ　　．　．　　1　　「　「1　　　、，．　．　1　　－r．．r　」　　．＿「．幽　　’一

15’

45殉　　　　　　　　　　　　5σ

コ．s．40鳶

14・．3

11．45

8AO

6，50

5．65

5，．tO

e

1；．；．oく〕

70．6δ％

30’

1S，・10

14，4

11．65

7．gi）

ε．9昌

4，95

‘1。（；or

11；、75

74、72

Ie’

Is，4G

工4。4

11．45

s。45

6，55

6．25

6．10

：〔）1．｛、；cO

66．85

20’

1Me

14．7

1．2．oo

8．45

5。6⑪

5．70

5，45

12．95

ケo．38

55’

　　　　　　　朝瞬　雇孟　誤罎

r’

ls．4e

ユ2．・1，t）

9．85

6．8く）

幅o
5．　，20

5．20

．1．；｝．20

71，73

1．s．．・t（．，

1・1，、9

1．1．70

s32

5。35

r）、OO

工1蝋⑪

7鎚，S3

鮮∫　6　　毛～乏　　　1．｝．　　illk　　　爵葦

＼くく「』．…・・ノ轡i｝～綴～「Xll　　　　　，15。』．1一「－『一‘馬
腫L一 y：二’¶罰－P　t－一』一一『「……凶一1匿1－Ll『…t－‘一．一酌一・・一一一　一・「『』一一一　．一…　　　・一　　…　　’、．．　・＿．．勲　　　．　．罵磨、T「罪珊．層．、幽胃．r鱒一．

鯉過噂厨＼璽理痢｝li　・5・・－
腱　　繁巫　　i直亡　　了垂冒

1．inユ幽1腹　5髄寺nil後

10　　e

2e　　e

25　　〃

減　　蕪　　瀧

減　荘　歩　舎

1・1・259

9．30

5．75

3．10

2．9

5α

1工．35

｛］o’　　　　　　　　　」，《）謄　　　　　　　　　20．

工4．25

8．75

5．OG

3，65

3．30

ユ・工．25

9，・圭4

5．go

3，45

3．35

19：15
P11：1°

工・t、25

8．75

5．75

亀65

3，50

工G．75

．一．．．、、、「．．、＿．、「一．　　剃耳　　　宝穫

　5’　　　　　G血疑鰭闘D

55’　　　　．

79．6％

il

1・圭．25

9，t；i）

6．・正o

・1，35

4，00

10、蹄

7Dr、．L　｛　　71．9

　　　　　i

14．25

9．2s

6、35

3．t．lo

3．2で）

11．05

77．5

k：fiに示せる棚こ軟葉・訂鋤竃共に蒸鄭はじめ翻力・早いがド・定酬ll（20〔》35il…与…flu）後に

於趨くなる・自防瀟姶が少U・・之｛説の囎ε　礫である。然し45・脚つて速か1載

少する傾向がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　爾1盤夜貯藏にi近き20h目にfikける蒸桑萎凋1壁は、5℃i｛字桑の喝…鵠～9．為、　L）・［’il，粥・桑の博14～18％

で麹凸1眠4塒懸」阻桑より罰駐輯籔・o錆｝水を捕変霧すれば躁～＆°1榮三：i嚢の1成少なしに貯桑しf畢る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d・蒸氣慮硬桑の強靱性

蒸氣賜1縣の物馴臓腰腔して醐挫（sheari・9・t・・ngth）り濾」勧た．之1緯慾、　鵬1辞

にi鋼．係するも0）であらう。強靱性は桑漿の個鷹別に梱∫猛がノく由いからsなるべく岡一一葉の1司一

剤珂立よりGノ牽を招ミり、：ノ《々穆留｛鞘監酵葦45°C・15’、盗5°・30’、i）〔・u・ユ0’、5Gu。2〔r、55u・t）’（ノ：・各1疏を

作り・‘各鵬に2〔｝剛1掟勅じC表示した調弓欄性劇瀬1　、勝緬熱醐・鰍腱難を
使用しナこ。

　　礎矯試桑一一ノ灘執縁『通．桑、2〔｝u8〔｝残1婿2桑



2go　　　　　　　　鐡　　綜「　辱曳　ti難　　誌　　　　　　　（第『卜巻

第7表　熱臓理桑の弾靱性　’
閑：こ『 黹ﾑ脚搬の時liil

i【F正　　　　．後

　匹．壌＿　　　＿．．・　　＿＿＿▽＿竺＝．＿＿＿
：za；i＝r一圃　　　一　　　一tt－・一一・　　．・一一一－……鞠’一一一　 冨　　　圃一　　一　　㎜　 一

　　　　　　　　　　　　　IAItll　　　45°C　　15’　　　　　　　　　　　　　　　】92，2

　　　45°　30’　　　　　　　　　197、s

　　　50’　10°　　　　　　　　2〈）5．2

　　　501　　20’　　　　　　，　　　　　　　　コ98・t；

　　　55’　5’　　　　　　　　209，S

　　　穰準匿　　　　　　　1s2・o

5　時　間　後　　　　　：玉O時　開　後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　tl

2工4．8　　　　　　　　　凶く｝．9

210、1　　　　　　　　　　212．丼

20行．3　　　　　　　　　　202、s

凱7．く）　　　　　　　　　　、lss，，9

瓢gJ，　　　　　　　　　　20：｝．9

201．0　　　　　　　　　　20L7

　表中激字はtRl靱測糊蝿呈Fζより粥1された陰！1虞をホ銀柱の高さ（lm亘1）をもつて示し・同時；こ張靱性

　　　　　　　　　　　切　の彊度を表すゴ
　上表に依れば樗難薬鋤1靱性は時閥の縛過にfiミひ漸次」獣楼がM’とに蟄し熱劇睡1よ直後

に於て可麟1靱性を塘加し、5時間日最尺εなるカて、1｛聯間H再びlll瓢下してlll｛準桑の10瑚｝ll

園i略々圃イ直εなるo

　　　　　　　　　　　e‘蒸氣露理桑の旛樺液の粘凋度

一般に蒸桑は薬及親1騰膿εして撒糊操すれば、タト跳鱗感共甑嘘螺桑｛二」’ヒし（特に軟

焚）却っ℃生氣ある如くll婁じ、刻桑の際之を感ずる。」こくよ細抱膜の攣化に」；るかNは細泡液の

愛化に基くか明かでないが、こ・で｛よ細胞液の粘凋1望を測蜜した。即儲ill岸撒は3欄性ご共に

盤兇の飼料εして咀瞬、1創ヒ等に關係するものならんご号へたからである。細胞液粕凋1鰍よ直

接測定は困難であるから、漿朔愛解液に一定轍の水を加へて1樋搾し，3煎のガーゼにより溶液

を濾過し供試液εし、0，＄tsyaldのvisし！o樋uleterを川ひ測底しナこ。’1二が戒績は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　桑漿磨砕液の粘凋度

　　　　　　第8表　：L　　　　　　　　　　第8表　b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
桑葉の種獄

硬葉普泌桑

　　50”　20’

軟葉普樋桑

　　50’10’

　　5ぴ£0’

　　55°5t

蒸　溜　水

桑葉磨砕液の比粘度　　　桑葉の種瓶

5・20　　　　　　　　　　　　新鮮貯鐸匙

，t，o・6　　　　　　普泌桑
　　　　　　　　　　　　（1　　

1＿i　l｝1｝）

3．50

3，00　　　　　　蒸桑i
3・46　　　　　1縦聯

1　　　　　2．92
i－mpm＿　　一＿　　　一．＿－L＿

1．　1・°°

（工剛刑）

薬葉鰹律液の比1；【li度

4143

4．42

3．s3

4，34

第8表　c　　，　　　　第8表　（1
桑・葉の種類

暮　 麺　 r1！　葉

50℃温湯浸漬　2分

　　　　　6
　　　　　12
　　　　　］．8

桑葉磨了酪液の比粘度　　　　熱磁鯉llの程度

i

4・92　　　　　　　　rl！葉e・・o”，7分浸漬

4・79 @　　　8鵬浸潰（死）
4．67

4．5s　　　柵桑（罰・照桑）

4，25

i桑繍物購麿
　　，　　r　　　　　　　　　　　－一一一一一一1－tt　　　屠一一1　　罰　　　幽

3．75

：呈．；｝；s

4．76

備考桑葉lgrに蒸溜水15購．を加へたる磨搾液を供試材警トとし汎1、窺したるもの。

　　桑品種　　改良鼠返　　　試瞼川l　sJS　1・5　Tl
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　上表に依れば熱嘘理桑1よ例外なく・粥腫桑のJ・ヒ粘度よりもf19下し、腱斑！淵度の高きに從ひ2時

間、長3に從ひ低ドする。此の關傷禿は蒸氣接脳の揚合も、温湯浸漬の揚合も同楼である。

伽繰髄後は低ドする漏ぴ」・ヒ糎鯛復し難糠に近づく。麟；IS何藤梱調しlrc，（1，

の水を加へ稀鐸してゐるが．此の濃度以」ゴeは著者の使川した小形のo檸t、、報（1’＄viseOsillx蜘r

で｛よ榔定困難で・あつたし1

　　　　　　　　　　　f’蒸氣慮理桑の貯藏中澱粉の残留

　木問題に就て1よ既に極児略報告』1りしたが、lll等細な数字に就ては後1二記戟せんご考へてゐる。薙

には桑葉の一性質こし㌧Cの記載にII：める。自ljら熱嘔理桑の澱粉，縫の貯桑中の攣化の一一＃例を示す。

　　　　　　　　　　　　第　9　表　　　熱腱理桑の澱粉縫

＼唱
_・T_、　灘過時間
　　　　噌一、㌧

楢；　通　　蟻　　（夕摘）

　50「℃　　　　　．10分

　55℃　　　　　5分

鱈ミ襲臨・後

　7．079、茎

1‘llイ唱旨数

　100

6時吊Jll「1；識後　　「iり指勲

　　（3、356誘　　　　89．8

「　　　　　　　　　　　　　　，
　　G．Vユ0　　　　　97．（1

　　7。154　　　　　10，L（，

1露時問貯嶽後

4，043露

4．776

5．420

瞬旨数

57，1

（17．r）

76．6

備　ゴ歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（諏1i崇蕊氏分細『）

爽申数字はflL：試薬葉」1吃物100窟ll吻澱粉」1腔示す“』旨数は攣r樋桑操葉直塗艶を工00とす。

桑品種　風返　　　GJJ15r・励ミ葉　　貯桑rliiii霊麿　17℃

　上：表に明かな如く、・曹通桑がll泌か減少の速tS大なるに比して、蒸粂幅珊桑はその減少カマ緩慢

である・鯛殿粉鮒1鵬駄働る．之は撫，1砥澱照を用ひた多婁矯撒によつて

も明かである。然し：i猛rl｛は：炭水化合物企灘の澗長に就ては酒ミだ明かでない。

　　　　　　　　　　　　　9・熱腿理桑の細菌数の消畏

　45㌦30’乃冤55°‘5’程1斐の蒸氣接鰯が桑葉附曽の細菌敷の多少に影響ありや否やを確かめん

sEした。

　供試桑漿　鼠返、春獄川桑新1；i㌃中中伽二在る葉を垂牙ミる。

1簡の培養撫に榊1鄭1父よ略約1・・晒側又り灘i乳鉢で醗し、之より珀鋸を

探り・略9…のペトリーシャー・収5…功普融ヲ⑰・1・1囎灘にナ継い32・～33℃に

騒液糖ナ・鞭狸1世る聚落数轍～之を脈繍聡しナ・。鷹・に此の試験では微の獲
壬kは見なかつた。（策1つ表）

　　　　　　　　　　　第10彦乏　熱塵理桑薬の細菌撒

蟹　験　番　醗

互

Il

III

lY

V

報環童理謙…　　　45㌔30’

工92．5

338、3

55．7

工05，0

e）8，7

378．5

171．0

35，0

工16．0

225．3

　　　　l
5び’10 |50、20’．

87．3

47．0

93．3

63。3

ご；5．3

52，3

77．7

G6，3

30．0

23．0

55㍉5’

3．1，0

29．0

50．⑪

S5．7

34．7

試験月H

6刀23fil

　24日

　251三1

　26日

　2アロ



292　　　　　　　　　　　鑓　　　綜　　！撃　　　雑　　　誌　　　　　　　　　　〔第十レ欝

各斎蒲審膿　　2。72　　燗
　　卜剛　　　’r

問　　．一ヒ引：2匹　　聾ヲ　　　　　159．4　　　　　1S1．9

同　　，ヒ　指　　数　　　　　　10〔｝　　　　11・1，！，

985

75．S

・t，7．5

712

5・L8

3・L7

s（1；）　　（IV；呈6）

66．3

41．1

備　考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ荊1噛」i”：」：i：融1ヒに計数　川∫il！博』驚）

望甑の］麟…醐す磁、r～V斯讃1瞼御ぴ3箇の」・総随行ひ、‘副・15箇につ細畔1な撒へたが・flと

　大及び最小2簡な除き夫々フド均した。從つて炎中数字は各3簿、砦くは2簿の）ド均を〕1ξはしたo又工3・

　箇のZド均数及び指数を示した。

　　　上表の氷す如く、50°似．1：の熱接脚は桑葉の細lliiの繁殖力2Z）　liJ也泡失はしめる（，自IJち

　　　　50“10’は　　47．5％に

　　　　　　2｛｝’（よ　　　、34・7％｛こ

　　　　55曙隆　5’｛よ　　　41．1．名多1こ

　　減ビしめ、略々熱腱〕lil超二α，多少に一一tt・致して居臥r，然し乍ら45｝；30’に於’C｛よ却つて粥匿無魑理

　　癌に比して多きなワ六した。

　　　　　　　　　　　　　　h．熱慮理による桑葉の傷轡郡位

　　　熱劇躁が蜘雛・凝1ナる揚舗肉よの微馳7う論三1：1翻ω勲じて；k・）b・f・－c・葉の繍勘何れ

　　の部分が蔚色するか：／之に就て少しく槻察した。観察方法は剃刀をもつてニハトコのpith

　lミ共に傷葉（着色漿）のfree・IUmd報leti‘）nな作り鏡瞼を行つ九。

　　　之によれば裏面の1ヨpid｛，nllisが先づ淡褐色に藩色を1匹し・更に傷寄度雌む揚合に1よ海綿1伏組

　　織に及び、講んで．肥状組織を着色せしめる。柵状組織が覇：色する頃は最⊥1底・葉面支士芋のpithに

」・よつては容易にseeti・nをi’1・り得ない。從つ’C湘負ゆユ・1pid・rmisの1／’r色は必ず起るであらうが

　　観るこ劇よ出來なかつた。

　　　要之礫勅熱儲腰の・蝋」こりはじ繭獅に酬1騨｝匙及ぶ・之は蝋口義孔多く・

　　叉呼吸腔等のある1紺こ熱室氣や水蒸氣がこれより入帆從つて裏面の方が11tく熱傷害をうける

　　ものε考へられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n｛・摘　　　要

　　　縄院耀蛆融予鮪を［欄εする湘燃劇ll桑麹）醐糊…凄凋｝1尺態・縮i液の粘1望・貯

　　桑中残留澱粉疑、桑の細菌撒及び桑漿の傷害部位等に就て行つナ諦℃験である。之が實聯牒を

　　摘録すれば訳の如くである。

　　　1．全く桑葉を損傷しない範瞬1の蒸氣温度及接脚｝轟澗は桑葉の熱度、硬軟により異るか、大

　　資豊次の無1くであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　熱　虚　埋　癒　（澱度及喝…閥）

一＿＿＿　　　－r　－．＿．一＿一＿『「－h．．＿＿＿、，．搾一　・一一一一．一一一……騨門・　一・・　一　　．…．『tT1一一一一．一…’n帽『…買丁＋¶山1層’「「tt’「t’v『［「r1……　　『「『「　「噂罰　　’　　　』　tt「

軟　　　　　　葉

縦　　　　　　葉

一姻　　　4r
L『＿．，．、，、＿＿、．．．一＿＿．．．一一

60’ ｭ　　　i〕5’－50’

一　　　　］OO’く

47、51　　　　　　　e「oe　　　　　　　55コ

　　45’　　　　　　　　　　15’　　　　　　　　　　3’

　　50’　　　　　　　　20’　　　　　　　　一一一
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　2・桑品種8種fll」に於ける111」：1熱性は本｝1売1験の範開内では、

　　梢張渉晶麓……鼠返、　卜文字

　　棺弱唐晶種……多胡」｝L生、Ptノ【八、島ノ内

　　中位なるもの……市フド、耐1・i「j大漿、改良鼠返

弊であるが・その’・；三は顯鰹で境1：い。何れも同程度；∫墨占て差支へない。

　3・蒸氣鵬理藤の萎｛1・11は魯通桑に比し威埋？嵩初速かであるがs多くのil昏一定ll；1｝ll｝」（16～娼

　澗）後には却’・L）’C－　：IIISく輪傾向がある・・前｛鵬糊ll：・’htyxけ略励乾物脚：・“髄鰹糠で

差が認められないo

　Lil・繰刎ll靱性は直後に於て4tt，i－15冠3帆50一10　L・2しγ、55”一一5’略剛脚2．2。mi～

209．8nmiを承し、1望1即顧の18L）．OllMlに比し明か1大であ翫，而して蒸桑賦は5時ll順距に大

虐なり210mm以．、ヒを示し・1（〕時1｝珊1に於てlll雪少rSなり、結局1よ漸次大ざなbつ・ある標準臓

の値に近づ恭20｛huml｝℃εなる。

「・・熱劇糠嚇骸蝋1　撫嬬に額蝋の，ノkれよりも側・鍋。側・の度燃劇瞬鍛

に從ひ大である。爾此の粘凋度もil腕紳に同復するものの襟である。

　6・蒸熱腿理桑は魯通桑1二」ヒし貯嚢中桑漿1殿粉臓の減少が遅い。即ちダ箆留瀧が多いt，，此のi呪1

象は或程度迄熱1越理の秘工己2に比例する。

　7・熱慮理桑に於ける細菌の数は1咽〔亘桑に比し45㍗30分は却つて梢多くなつたが、r｝O‘’．10分は

約48％に、菖O°2〔｝分は35％「に、5595分は41％位にイ酊れも減少しナこ。

　8．蒸氣慮理に依る桑二雪竃の悪化鳩攣はり芝面表皮細lj包より初まり内部紐織に及ぶものである。

考察及　結論
　上記各種の試験の結隈に就て臆訓」の揚念・も夢へつ・少しく考察して見やう。

　　（ユ）　桑漿の蒸職1麸理ノ鹿湘に關しては既に前報’Dにも大略述へこた貯であるが，之は蟹姫卵の

　酎熱性ミ關係があるから二7）簡服に戴で決定ずるこごは出褒ない。叉5げは既に霊紗己に悪禁雰響を

　もつものであるから：1”）50°（」より稽酬鍍・例へば47・5℃は桑の耐熱性が急に」獣してゐる黙で

　あり、5〔｝°さ共に適温の範i露iにあるご思はれるo（り（2）ζ7）

　　（2）　蒸氣腿1理桑は庭迎ll後15～40i｝寺間仙迄は漿煎減少は遅いが、之も水を撒霧すれば殆さ・萎

　れない。叉萎凋も2ひ臨間日1二於て18％，以下で飼料εしては藻支へなく、或揚合には却つて良好

　の結果を招來するこミがある謝。侮蒸桑飼1ゴ蛮兇は鍛髄煎が輕くなbこεもあるが欝、之は食

　下桑の水分の少いこミに’起因するこミが大きいものざ思ふ。　　　　　　　　　　　　　，

　　（3）　桑品種間の耐熱’匪の柑違は僅かに認められたに過ぎないが、現在に於ける豪、品種に蜀

　しては大騰同・一に取扱つてジ｛を支へないε思ふ。爾此のfii“1種的携抗力試験は澗｝刷田（5月20日）に

　行つたもので、上田地方の堆獄期月携きこしては軟漿に傾いてゐるものであるから、更に熟漿ξ

　なれば耐熱性は増大するものご思はれる。

　　（4）桑漿の嶽靱性（SI1α、rhlg　str〔111gth）Et’は蒸桑に於て梢たであるが、之は桑漿中水分の減

少及び粟の性質の攣化に：J・｛二くものの楼であつて、獄兇にミつて将に萄利ではないであらうが、

一方に於て咀嚇に差支へがあ硫も考へられない。

　（5）　桑麹華碍1液の粘1πll厘が熱懸理嚢に於哨C低いこ1εは、　rll　L嚇叉は溝イヒ等に封し即っ1C姓都

C合であらうご思ふ。之は腱の報告1「，T，に於て錠下及び浦化率共に多くの揚合良好εなつてゐるが、

）li「i凋度の低下もその一・原囚ではないかε1己、はれる。

　（G）　貯嚢中熱嘘∫li三桑1よ澱粉幾留｝iE二が多いこミは既報’1にも述へこでゐるが、之は好都合のこ
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ごである。他の炭水化物｛二就て1よ明でないが、苔し澱1の感同襟に熱腱l！lllにより貯藏Il：長く残留

するが如き祓分があるこすれば、之は魚要な現象でなけ：tしばならない’9’。蒲生博：L：（巴1の最近の

研究に依れば、植物1いに多いVitをm由1uC｛J課1に勤してもで；安定であるが、桑漿中に可なり影

いVitam1ne（ll　lよ5αコcでは50～じo分の熱麩理i｛によ壱）1軸少の減少を兇るのみで、況して10～2c）

分位では減少は認めらオLない。爾貯桑lllに於けるVil：：utliue（．；の減小｛よ普通桑に於て知1～2

日間位1よ澱粉縫σ）減少碧1に比し極め’C僅少であるこいふから、此の烈iより見るも熱腱理桑の此

　　　　　　　　　　，他の成分も貯桑巾特に1獅画薬よりも速かに減少ずるものごけ労へられない。

（7）50・C以上の蒸氣劉専がエ・ヒ較的息塒π1剛燗により練のB…t…i・・を35～r・o％｛9ns’di　l’：

減殺し得るは有利なこごであ6。尤も45“　31）’では2illつて細菌以1よユ1・1　bl　1してゐるが、此の程度の

短ll訓瑚の接燭が痢li菌α）繁殖を促蓮しナこεも考へられない。然し此の黙遡温α）決窺上肇考留意す

べき箏項であるo

以L粒撒o城繍講渉之を1…論するに・練1こ傷髄唄へ謁最i騨茎氣？髄は50’91粉ll覚

は之より梢低き卵二ある。此の湘鰍剛｝｝ゆ範跡eは卿鞭」1塑醐瓢を減ずるが・實際α）揚合

は飼料t“して何等難支へなく、叉桑品種的のlll｝1熱性の差暴は少ない。尚細胞液の凋i凋度は低ド

U牒・陳1㈱1鋤減麟恰が少く、更に剰竃附伽劇1撒激少する物　繍に於燃禽纏

理桑1よ瞥通桑に比し寧ろ勝るが如ぎ貼な’認め得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於L川鍛絡鵠〔門’v，’k校）

　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　漱

（1）W．11fl曲・レ（100，1・）P£；・・糊11y細・tl’i・（2A・ピ1・・9・）

（oM）　小縣獄業脳校：：十ゴ義年：1掘：1乏（1瓢G）P・444

（3）　白　澤　　幹（1925，　1：1正膿綜話く門學絞同窓會；1｝艮　第11｝號

（の　川言頼惣次郎（1920）鱗謙叫導購演集聯1輯）上田蹴声縄qlり導鮫同窓會

（・）雛保羅｝（1929）・糠樹継論

（6）　田中京四郎（111書35）　堺鰐鐡i｝艮　Ne・24

（・）
?t謬｝（・…）騨尉駄・1

．（8）　　山　　ロ　ンヒ　多虻　」芝［～（1937）　　El；｛鑓蛋援系糸導亀豪f【ii誌　　8・1

（9）　中曾根掻男（1937）　鍛綜界帳Nl｝・543

（10）寓誇己次網（1937）　醒縄辮1P・2

（・・）灘雛1（1937）鮒繍誌・…

（工2）　蒲　生　俊　・興（1937）　日肩く灘1綜墨愈小集會　（12月）
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